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□孫 飛舟 (大阪商業大学 教授)

中国における中古車流通の新しい動き―「車王（カーキング）」の事例を中心に
□山崎 克彦 (TOYOTA SHIN-NONT UDONTHANI Co,.Ｌtd 代表取締役副社長)


  タイ・ウドンタニにおけるディーラー経営

□斉藤 欽司 (スズキ㈱ 四輪アジア・アフリカ・中南米営業本部長)

インド新車ディーラーにおける中古車ビジネス
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研究会終了後17:00-19:00 懇親会

なおこの研究会は京都大学東アジア経済研究センター協力会の法人会員･個人会員のみが参加できるクローズドな研究会です｡非会員で参加希望の方は塩地shioji@econ.kyoto-u.ac.jpまで協力会への入会手続をお問い合わせください。
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中国ニュース　４.１４－４.２０
ヘッドライン

■　経済：第１四半期のＧＤＰ成長率７．４％、国民経済は安定
■　不動産：中国の分譲住宅販売は２か月連続で減少
· ＰＮＡＳ：中国の大気汚染で米国に異常気象、米研究チームが発表
· 環境保護部：中国の土壌汚染、調査地点の１６．１％が基準超え
· 業界：高級飲食店が１５か月ぶりプラス成長
· IT：中国ソフト産業、１５年は６５兆円規模に
· 文化：漢民族は「混血民族」、考古学調査で実証
· 北京：北京の大気汚染、原因の７割が現地
· 上海：高齢化進む、４人に１人が６０歳以上に
· 江蘇省揚州市：隋・煬帝墓の出土品を一般公開
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝
ニュース詳細

· 経済：第１四半期のＧＤＰ成長率７．４％、国民経済は安定
【４月１６日　中国国家統計局】国家統計局は２０１４年第１四半期（１－３月）の国内総生産（ＧＤＰ）の統計データを発表した。第１四半期のＧＤＰは１２兆８２１３億元（約２１０兆５０００億円）で、前年比７．４％増加した。産業別にみると、第一次産業は７７７６億元（約１２兆８０００億円）で同３．５％増加、第二次産業は５兆７５８７億元（約９４兆５０００億円）で同７．３％増加、第三次産業は６兆２８５０億元（約１０３兆２０００億円）で同７．８％増加。前期との比較では、第１四半期のＧＤＰは１．４％増加した。
· 不動産：中国の分譲住宅販売は２か月連続で減少
【４月１７日　中国証券報】国家統計局は４月１６日、１～３月の全国分譲住宅販売面積が前年同期比３．８％減、販売額が同５．２％減となり、２か月連続下落したと発表した。全国不動産の開発投資は前年同１６．８％増の１兆５３３９億元（約２５兆１７００億円）。そのうち住宅投資は同１６．８％増の１兆５３０元（約１７兆２８００億円）だった。ディベロッパーの住宅施工面積は同１４．２％増。着工面積、竣工面積はマイナスとなった。また、ディベロッパーの土地購入面積は同２．３％減の５９９０万平方メートルで、４か月ぶりにマイナスとなった。
· ＰＮＡＳ：中国の大気汚染で米国に異常気象、米研究チームが発表
【４月１８日　参考消息】英紙ガーディアンによると、米科学アカデミー紀要（ＰＮＡＳ）は１４日、中国の大気汚染が太平洋上空の暴風雨を激化させており、北米の気候にも変化をもたらしている可能性があるという研究結果を掲載した。テキサス州とカリフォルニア州、ワシントン州の共同科学研究チームによると、アジア地域、特に中国による汚染が低気圧の激化や降水量の増加、太平洋中部の温暖な空気がより多く北極へ移動するなどの事態を引き起こしている。このような変化は、最終的に米国の異常気象を引き起こすという。研究では、最新のコンピューター技術で自動車や火力発電所などの人的要因により排出された空気中の微小粒子状物質が大気に与える影響を解析。アジアからの汚染物質が世界の気候に与える影響が初めて多方面から分析された。英レディング大学の気候物理学者によると、中緯度の低気圧はアジア以外で形成され、決まった経路で太平洋を通過し、米国西海岸に向かって移動する。粒子状物質はこの低気圧の強さ、積乱雲群の密度、低気圧による降水量に影響を与えているという。中国当局は先月、対象となった国内７４都市のうち、７１都市の大気が環境基準に到達していないと発表しており、大気汚染対策に尽力している。
· 環境保護部：中国の土壌汚染、調査地点の１６．１％が基準超え
【４月１８日　中国新聞網】中国環境保護部と国土資源部が１７日に発表した全国土壌汚染状況調査結果によると、調査地点の基準超え比率は１６．１％で、一部地区の汚染が深刻な状態であることが明らかになった。環境保護部と国土資源部は２００５年から昨年末にかけ、香港、マカオ、台湾を除く中国全土で初の全国土壌汚染調査を実施。計６３０万平方キロメートルを調査した。基準超えとなった１６．１％のうち、軽微汚染が１１．２％、軽度汚染が２．３％、中度汚染が１．５％、重度汚染が１．１％だった。土地の種類でみると耕地が１９．４％、林地が１０．０％、草地が１０．４％だった。汚染の種類は無機物汚染が最も多く８２．８％を占めた。具体的にはカドミウム、水銀、ヒ素、銅、鉛、クロム、亜鉛、ニッケルなどが検出されている。有機物ではＢＨＣ、ＤＤＴ、ＰＡＨｓ（多環芳香族炭化水素）などだった。調査の担当者は「土壌汚染は経済社会の発展の過程で中長期的に形成された」としたうえで、「政府は全力で対策に取り組んでいるが、長年の無秩序な経済開発、汚染物質の垂れ流しなどによって、一部地区の土壌汚染は健康を害するレベルまで悪化している」と述べた。
· 業界：高級飲食店が１５か月ぶりプラス成長
【４月１６日　新華網】国家統計局によると、３月の社会消費品小売総額は１兆９８０１億元（約３２兆５０００億円）に上り、前年同月比１２．２％増となった。この中では、高級飲食店の売上げが４．２％増加し、１５か月ぶりにプラスに転じた。商務部国際貿易経済合作研究部の趙萍副主任は、「高級飲食店の伸びは予測どおり。水増し分が抑えられた後、ゆっくり正常な状態に戻るだろう」との予測を示している。第１四半期の社会消費品小売総額は前年同期比１２％増の６兆２０８１億元だった。中国の高級飲食店は、腐敗防止策の一環として政府が公費での利用を制限したことからマイナス成長に陥っていた。あるエコノミストは「一連の腐敗防止措置は、国民の不満を解消するだけでなく、長期的な経済成長を促すものだ」と指摘している。一方、１～３月期の社会消費品小売総額は６兆２０８１億元で、前年同期比１２％増だった。趙副主任は「今年の消費の伸びをけん引するのは、政策ではなく、内生的成長によるもの」と述べている。
· IT：中国ソフト産業、１５年は６５兆円規模に
【４月１８日　人民日報】中国工業・情報化部の楊学山副部長は全国ソフト・ＩＴサービス業座談会で、「中国のソフト産業の規模は２０１０年に１兆３５００億元（約２２兆２３００億円）に達し、２０１５年には３兆元（約４９兆３９００億円）を突破する見通しとなっていた。しかし第１２次５カ年計画（２０１１－２０１５年）の３年目に、この目標を前倒しで達成した。第１２次５カ年計画の最終年に、中国のソフト産業の規模は４兆元（約６５兆８６００億円）を突破するだろう」と語った。中国工業・情報化部ソフト司の陳偉司長は、「中国のソフト産業の営業収入は２０１３年に３兆１０００億元（約５１兆４３０億円）に達し、前年比の増加率は２４．６％で、同期の電子情報製造業を１３．６ポイント上回った。また、中国のソフト産業の革新力、応用水準も安定的に上昇した。
· 文化：漢民族は「混血民族」、考古学調査で実証
【４月１９日　新華網】吉林大学辺彊考古学研究センターの朱泓主任はこのほど、同センターで行われている「漢民族形成の歴史的過程の生物・考古学的考察」プロジェクトで、漢民族は多くの民族が融合して形成された「混血民族」だと実証されたと明らかにした。プロジェクトでは中原地域で出土した人骨を研究対象とした。２年余りの情報収集とデータ分析により過去と現在の中原地域の漢民族の形質には明らかな差異があり、宋代（１０～１３世紀ごろ）から「混血」状態が始まったことが分かった。朱主任は「この発見は生物学と考古学の観点から漢民族が確かに多くの民族と融合して形成されたことを証明している」と述べた。この研究成果は漢民族形成過程における古代のさまざまな民族の移動と融合のパターンを明らかにし、中華民族として一体化する歴史的過程などの重要な問題について説明するもので、形質人類学関係の科学的な証拠をもたらした。
· 北京：北京の大気汚染、原因の７割が現地
【４月１４日　京華時報】北京市は最新の科学研究結果を発表、北京市の汚染原因の約７割が現地によるもので、ＰＭ２．５の最大の原因は自動車の排気ガスだということが明らかとなった。北京市環境保護局は長期にわたり、粒子状物質の観測や研究、その原因究明を進めている。今回の研究では北京市の汚染原因の６４～７２％が現地によるものと確定、外部からの汚染よりも大きいことが判明した。現地による汚染のうち、自動車、石炭、工業生産、土ほこりの４つが主要原因となっている。北京市環境保護観測センターの張大偉主任は「現地が原因のものでは、自動車が占める割合が３１．１％と最大。自動車は本体から直接ＰＭ２．５やＰＭ２．５を生成する揮発性有機化合物、窒素酸化物を排出している」と説明した。
■　上海：高齢化進む、４人に１人が６０歳以上に
【４月１５日　人民日報】上海市民政局や上海市老齢工作委員会弁公室、上海市統計局はこのほど共同で、最新の上海高齢者人口・シルバー事業発展情報を発表した。同統計によると、２０１３年１２月３１日の時点で、上海市に戸籍を置く６０歳以上の高齢者の人口が総人口の２７．１％を占め３８７万６２００人に達した。前年比２０万３０００人の増加で、総人口に占める割合は５．５％増となった。同市の世帯数は計１４３２万３４００世帯。高齢者数統計について、上海市老齢科学研究センターの殷志剛副センター長は、「上海史上最大の純増数を記録した」と指摘している。また、同統計によると、上海の８０歳以上の高齢者は前年比４万５１００人増の７１万５５００人で、総人口の５．０％を占めているほか、１００歳以上の高齢者も１４０７人になった。平均寿命も８２．４７歳となり、同市は正に長寿都市となっている。
· 江蘇省揚州市：隋・煬帝墓の出土品を一般公開
【４月１７日　新華社】中国江蘇省揚州市の揚州博物館で１６日、隋朝の第２代皇帝・煬帝（ようだい）の墓から出土した文化財が一般公開された。特別展のテーマは「流星王朝の遺された輝き」。展示期間は３カ月。隋煬帝墓の出土品が一般公開されるのは初めて。煬帝の歯やラクダ俑、青磁硯など、蕭皇后墓からの出土品とあわせて１００点余りが展示されている。
************************************************************************************************
上海街角インタビュー　㉗
社団法人大阪能率協会アジア・中国事業支援室副室長（海外委員）

順利包装集団董事（在上海）

福喜多技術士事務所所長

福喜多俊夫

“全世界47％の贅沢品を中国人が購入”上海人の反応は？

　中国の調査機関、財富品質研究所の統計によると、2013年の全世界における奢侈品（生活必需品以外の贅沢品）の総市場は2170億ドル（約21兆7000億円）で前年比11％増となり、また、全世界の奢侈品の47％は中国人が購入したという。別の調査では、全世界で販売されたルイ・ヴィトンの50％以上は中国人が購入したそうだ。

　2013年に中国人が国内外で消費した奢侈品の総額は1020億ドルであるが、国内消費は280億ドル、海外消費は740億ドルで、海外消費が圧倒的に多かった。“贅沢品は海外で買う“という傾向が顕著に見られる。　

　今回は、このような報道について一般の上海人はどのような感想を持っているか聞いてみた。

１．20歳代後半の女性

　　化粧品は基本的に輸入品を買いますが、それは贅沢品が好きというわけではなく、あくまで品質本位で買っているからです。上海でも南京西路には世界のブランドショップが軒を連ねていますが、ブランド品を買うのは、それを見せびらかしたい成金趣味の人だと思います。

もし私がお金持ちだったら、ですか？　うーん、まず、ティファニーの宝石を買います。私も成金になりたいです。

２．20歳代中頃の女性

　　私の友達には食べるものにはお金を使わず節約して、身に着けるブランド品にお金を使う人がいます。彼女達は1年にひとつしかルイ・ヴィトンのような贅沢品を買わなかったとしても、中国は人口が多いから、全体の金額は多くなるでしょう。中国人が世界の贅沢品の半分近くを買うといっても、人数が違うから、金額だけ言っても意味がないです。日本人はすぐ、こういうニュースに飛びつくけど、フェアじゃないですよ。

３．40歳代後半の男性

　　私は贅沢品に関心がないので全く買いません。車は持っていますが、フォルクスワーゲンのミニバンです。高校、大学の同級生でも贅沢品に夢中になっている人はいませんね。あっ、中学の同級生にひとりいました。彼女は腕時計やバッグに何万元も使っています。ご主人が上場企業の幹部だから自由になるお金がたくさんあるのでしょう。贅沢品を買うかどうかは可処分所得の多さで決まりますね。

　　私の個人的見解ですが、中国人で贅沢品を買う人は、苦労せずにお金が入る人、なんらかの見返りを狙って賄賂として贈るために買う人、短期間に金持ちになった人（成金）が“自信”と“見栄”のために買うというのが中心だと思います。それと成金ではないですが、若いキャリアウーマン。この人達は給与が高く、家庭環境もいいから負担がない。そして海外旅行や海外出張の機会が多く、国内外の贅沢品の相場を知っているので、海外で買って来ます。　

４．40歳代前半の女性

　　子供が出来るまではブランド品を買いあさっていました。時計はロレックス、靴はフェラガモ、バッグはヴィトン。主人からお店が開けるといわれるほど買いました。でも、子供が生まれてからは殆ど買わなくなりました。女の子なので有名大学に行く必要はないけれど、好きなことを自由にやれるお金を残してやりたいと思っています。子供が親に似てブランド物好きになる可能性があります。贅沢をしないように厳しく育てます。

５．30歳代後半の男性

　　私は仏教徒なので、仏教の教えに従って贅沢はしません。でも、一生使えるようないいものは贅沢品ではないと思っています。万年筆はモンブランを愛用していますが、これは一生使えると思っています。私の年代で自分の会社を経営している人は、自分の努力の証として男女とも贅沢品を身に着ける人が多いですが、特に見せびらかすような悪趣味の人はいません。見せびらかすのは本当の金持ちではないです。

　　贅沢品を海外で買う人が多いそうですが、私の考えでは、香港や海外で買うのは貧乏人です。貧乏人が小金を溜めて、やっと出掛けた海外で喜び勇んで買い漁るのです。本当の金持ちは欲しいものを欲しいときに買います。中国で手に入れば中国で買うし、手に入らなければ海外に出掛けて買います。でも私は海外で買い漁るのを非難しているわけではありません。中国にはまだまだ良いものが少ないから、海外旅行という少ないチャンスを生かしているだけです。

　　女性は多少贅沢品に憧れをもったほうがいいと思います。ブランド品がひとつもないというのは心が貧しすぎます。ただし、全身ブランド品というのは成金趣味丸出しで、まあ、庶民から見れば馬鹿です。

　　

６．50歳代前半の女性

　　私は日本へ出張した時、ちょっといい腕時計を買いました。私が買えるぎりぎりの値段でしたが、中国ではもっと高いので思い切って買いました。私は贅沢品愛好家ではないですが、やっぱり時計とかバッグとか高級品をひとつ、ふたつ持ちたいです。気持ちが豊かになります。中国人が海外へ出たとき高級品を買うのは、ふたつ理由があります。一つは価格差です。中国は輸入高級品の関税がものすごく高いです。5万元以上のものなら海外で買ったほうがいいです。飛行機代くらい十分出てきます。もう一つは商品の選択幅が狭いことです。ブランド物でも流行の最先端のものは中国では手に入りません。他の人との差別化をしたければ現地で買うに限ります。

７．50歳代前半の男性

　　“中国人は贅沢品が好き”ということはある程度事実だと思います。私も贅沢が出来ればしたいです。車はベンツ、時計はロレックス、洋服は英国製、靴はバリー、家は郊外の一戸建てで毎朝運転手が迎えに来る。そういう生活がしたいです。出来ないから、出来る人を羨んで悪口を言っています。悪口を言っている人も本心では贅沢品が好きなのだと思います。それが証拠に、中小企業の社長はちょっと儲かればすぐ車を１ランク上に買い替えます。今の中国では価値の基準が金銭に置かれる傾向が強いので“贅沢品好き”という形で表れる面もあると思います。自信がない、金銭で差をつけたいとの思いが贅沢品をもつことに表れるのでしょう。

　　将来、中国が本当に豊かになれば、ブランド品が似合う紳士（淑女）も多くなるでしょうし、一方ではアメリカのようにジーンズとセーターでも存在感を示す人も出てくるでしょう。

　上海の一般庶民（男性）は富裕層に対して多少のやっかみがあるようで、贅沢品に対してはシニカルな対応をしているが、女性は素直に、分相応に贅沢品を楽しんでいるようである。

　昨年11月22日付の人民網によれば、商務部国際貿易経済合作研究院消費経済研究部の趙萍副主任は「中国市場の贅沢品消費規模は拡大を続けているが、増加幅は縮小している。　過去数年間の増加率は20－30％であったが、現在は1桁の伸びに止まる（2013年の伸び率は2％になる見込み）。この原因として、①国が「三公消費」（公費による外遊、公務接待、公用車の購入・使用）を制限し、社会的に贅沢品消費を歓迎するムードがなくなりつつあること。②贅沢品が中国に入ってきて時が経ち、成金的な消費文化が一度は浸透したものの、その後は落ち着いた、控えめな、質と中身を重視する消費文化へと変わっていき、贅沢品消費が急速に成熟したこと。これらから、今後の中国贅沢品市場はゆるやかな拡大傾向を示すが、落ち着いた控えめなものになるだろう」と述べている。

以上
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【中国経済最新統計】
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(%)
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貨幣供給量増加率M2(%)
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人民元貸出残高増加率(%)

	2005年
	10.4
	
	12.9
	1.8
	27.2
	1020
	28.4
	17.6
	0.8
	▲0.5
	17.6
	9.3

	2006年
	11.6
	
	13.7
	1.5
	24.3
	1775
	27.2
	19.9
	▲5.7
	4.5
	15.7
	15.7

	2007年
	13.0
	18.5
	16.8
	4.8
	25.8
	2618
	25.7
	20.8
	▲8.7
	18.7
	16.7
	16.1

	2008年
	9.0
	12.9
	21.6
	5.9
	26.1
	2955
	17.2
	18.5
	▲27.4
	23.6
	17.8
	15.9

	2009年
	9.1
	11.0
	15.5
	1.9
	31.0
	1961
	▲15.9
	▲11.3
	▲14.9
	▲16.9
	27.6
	31.7

	2010年
	10.3
	15.7
	18.4
	3.3
	24.5
	1831
	31.3
	38.7
	16.9
	17.4
	19.7
	19.8

	2011年
	9.2
	
	
	
	
	1549
	20.3
	24.9
	
	
	
	

	10月
	
	13.2
	17.2
	5.5
	34.1
	170
	15.8
	29.1
	-0.6
	8.7
	16.7
	14.1

	11月
	
	12.4
	17.3
	4.2
	21.4
	145
	13.8
	22.6
	-12.9
	-9.8
	16.2
	14.0

	12月
	8.9
	12.8
	18.1
	4.1
	5.7
	165
	13.3
	12.1
	-15.4
	-12.7
	17.3
	14.3

	2012年
	
	
	
	
	
	2303
	7.9
	4.3
	
	
	
	

	1月
	
	
	
	4.5
	25.3
	273
	-0.5
	-15.0
	4.6
	10.8
	16.6
	14.8

	2月
	
	21.3
	
	3.2
	－
	-315
	18.3
	40.3
	38.7
	-0.9
	17.8
	15.0

	3月
	8.1
	11.9
	15.2
	3.6
	21.1
	53
	8.8
	5.4
	-6.5
	-6.1
	18.1
	15.7

	4月
	
	9.3
	14.1
	3.4
	19.2
	184
	4.9
	0.4
	-26.1
	-0.7
	17,5
	15.4

	5月
	
	9.6
	13.8
	3.0
	21.0
	187
	15.3
	12.7
	-6.1
	0.0
	17.9
	15.7

	6月
	7.6
	9.5
	13.7
	2.2
	21.8
	317
	11.3
	6.3
	-16.3
	-6.9
	18.5
	16.0

	7月
	
	9.2
	13.1
	1.8
	20.6
	251
	1.0
	5.7
	-7.8
	-8.6
	18.9
	16.0

	8月
	
	8.9
	13.2
	2.0
	19.4
	267
	2.7
	-2.7
	-12.7
	-1.4
	18.4
	16.1

	9月
	7.4
	9.2
	14.2
	1.9
	23.1
	277
	9.8
	2.3
	-6.4
	-6.8
	19.8
	16.2

	10月
	
	9.6
	14.5
	1.7
	22.4
	320
	11.5
	2.2
	1.8
	-0.2
	14.6
	15.9

	11月
	
	10.1
	14.9
	2.0
	20.0
	196
	2.8
	-0.1
	-8.7
	-5.4
	14.5
	15.7

	12月
	7.9
	10.3
	15.2
	2.5
	18.8
	316
	14.0
	6.0
	-7.8
	-4.5
	14.4
	15.0

	2013年
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	1月
	
	
	
	2.0
	20.8
	291
	25.0
	29.0
	-12.4
	-3.4
	15.9
	15.4

	2月
	
	
	
	3.2
	
	153
	21.7
	-14.9
	-35.6
	6.3
	15.2
	15.1

	3月
	7.7
	8.9
	12.6
	2.1
	21.5
	-9
	10.0
	14.2
	-19.7
	5.7
	15.7
	14.9

	4月
	
	9.3
	12.8
	2.4
	19.8
	182
	14.6
	16.6
	13.9
	0.4
	16.1
	14.9

	5月
	
	9.2
	12.9
	2.1
	19.7
	204
	0.9
	-0.1
	-14.4
	0.3
	15.8
	14.5

	6月
	7.5
	8.9
	13.3
	2.7
	19.9
	271
	-3.3
	-0.9
	-17.3
	20.1
	14.0
	14.1

	7月
	
	9.7
	13.2
	2.7
	20.2
	178
	5.1
	10.8
	1.2
	24.1
	14.5
	14.3

	8月
	
	10.4
	13.4
	2.6
	21.4
	285
	7.1
	7.1
	-11.7
	0.6
	14.7
	14.1

	9月
	7.8
	10.2
	13.3
	3.1
	19.6
	152
	-0.4
	7.4
	-16.8
	4.9
	14.2
	14.3

	10月
	
	10.3
	13.3
	3.2
	19.2
	311
	5.6
	7.5
	-8.2
	1.2
	14.3
	14.1

	11月
	
	10.0
	13.7
	3.0
	17.6
	338
	12.7
	5.4
	-9.3
	2.3
	14.2
	14.2

	12月
	7.7
	9.7
	13.6
	2.5
	17.2
	256
	4.3
	8.6
	-3.4
	-42.6
	13.6
	14.1

	2014年
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	1月
	
	
	
	2.5
	19.8
	319
	10.5
	10.8
	-8.6
	-4.5
	13.2
	14.3

	2月
	
	
	
	2.0
	
	-230
	-18.1
	10.4
	1.3
	4.0
	13.3
	14.2

	3月
	7.4
	8.8
	12.2
	2.4
	17.3
	77
	-6.6
	-11.3
	6.1
	-1.5
	12.1
	13.9


注：1.①「実質GDP増加率」は前年同期（四半期）比、その他の増加率はいずれも前年同月比である。

2.中国では、旧正月休みは年によって月が変わるため、１月と2月の前年同月比は比較できない場合があるので注意

されたい。また、(　　)内の数字は1月から当該月までの合計の前年同期に対する増加率を示している。

　　3. ③「消費財小売総額」は中国における「社会消費財小売総額」、④「消費者物価指数」は「住民消費価格指数」に対応している。⑤「都市固定資産投資」は全国総投資額の86%（2007年）を占めている。⑥―⑧はいずれもモノの貿易である。⑨と⑩は実施ベースである。

出所：①―⑤は国家統計局統計、⑥⑦⑧は海関統計、⑨⑩は商務部統計、⑪⑫は中国人民銀行統計による。
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